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「今年の夏は、冷夏になる」という天気予報を聞き、田
んぼの稲の生育を心配しつつも「今年は少し涼しい夏
になるのかな」と思っていたところに、例年どおりの暑
さと6月12日に発生したひょう被害。大量のえくぼがで
きた車の修理を考えながら、6月下旬の梅雨を過ごし
ました。
これから梅雨明けを迎え、本格的な「節電の夏」を迎
えます。元気に毎日を送るためにも日ごろの体調管理
には気をつけたいと思います。（Ｔ）

ありがとう、
　　メリンダ先生

　京丹波町での５年間はたくさんの思い出でいっぱいですが、５年間も京丹波町にいたことが信じら

れない気持ちです。みなさんと親しくなり、授業以外にも多くの時間を共有できた毎日でした。小学校で

は休み時間も児童のみなさんと一緒に過ごしました。

　京丹波町のみなさんが温かく迎えてくださったおかげで、今では京丹波町が本当のふるさとのように感じ

ています。友人などに「ふるさと」のことを聞かれたときも、京丹波町のことが先に思い浮かぶくらいです。

　そして私の中で一番大切な思い出は、生徒が私に言ってくれた３つの言葉です。

一つめは、授業の時間割の変更で英語の授業が入ったとわかり、生徒が飛び上がって喜んだときの「あ

りがとう神様！ありがとう！」という言葉です。私は驚きましたが、同時にうれしさでいっぱいでした。

　二つめは、小学校で授業をしていたときの言葉です。英語の授業で活動をしている途中に授業時間が

終わりそうなとき、児童のみなさんが「休み時間がなくなっても、続きをやりたい！」と言ってくれたことです。

　三つめは、中学生の生徒と夏休みにたくさん練習した、スピーチコンテストでの言葉です。ある生徒が

スピーチコンテストのあと、「とても緊張して不安だったけれど、笑顔で見守っていてくれているメリンダ先

生を見つけた瞬間、落ち着いて、自信を持って発表することができるようになった」と言ってくれました。みなさ

んからのそのような言葉は、私にとって本当に嬉しいものでした。

　最後に、私の中で心に残っている言葉がもうひとつあります。小学校で休み時間が終わり、３年生のあ

る児童と一緒に教室に戻る途中、その児童が私を見上げて言った言葉です。「アメリカと日本は昔戦争

をしていたことを知っているよ。・・・でも今は友だちだね」

京丹波広
報

人のぬくもりとふれあいが奏でる躍動のまち 丹波高原文化の郷●京丹波
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地
域
防
災
へ
の
思
い
を
込
め
て

　平成21年7月に来日し、本町で5年間ALT（外国語指導助手）として勤
務された、メリンダ・アンタラミアンさん。このたび、7月26日で任期が終
わり、本町を離れられることになりました。
　本町での5年間の思い出を振り返ってつづったメリンダ先生からの手
紙を紹介します。
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エアコンの設定は28℃に。

 2 シリーズ・環境を考える
   ［第3回］節電を考える
 6 日頃の訓練成果
   京丹波町消防操法大会

 8 観光資源がつなぐ取り組み
   質志鐘乳洞公園活性化への道

10 空から襲来した自然の驚異
   ひょう被害

11 Dr’s Message いきいき健康術
12                              KYOTAMBA TOWN NEWS 2014

森の役割を学ぶ
―森の教室

地域とのふれあいを大切に
―竹野小学校出前発表

地震観測を学ぶ
―下山小学校防災学習

今後の防災対策などを検討
―防災パトロール

振興拠点施設などを見学
―女性の会地域めぐり

体験を通して理解を深める
―介護予防教室事前説明会

まちの魅力を写し出す
―観光写真コンテスト表彰式

身近な話題を語り合う
―町長と語るつどい

むらおこしの活動を評価
―自治功労者表彰

懸命の水防活動を評価
―町消防団などへ感謝状贈呈

16 ありがとう、メリンダ先生
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8月3日の京都府消防操法大会出場をかけた京丹波町消防操法
大会が6月1日、わちグラウンドで開催。出場選手らは、日ごろの
訓練成果を発揮し、見事な操法を披露しました。

今月の表紙

今
年
の
節
電
目
標
は

　

例
年
、国
が
行
う
節
電
要
請
期
間
中
に
関
西
広
域
連

合
が
設
定
す
る
節
電
目
標
は
、電
力
会
社
が
家
庭
や
工

場
に
供
給
す
る
電
力
量
と
使
用
見
込
み
な
ど
か
ら
算
出

さ
れ
ま
す
。こ
の
目
標
は
、安
定
的
な
電
力
供
給
に
向
け

た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
の
基
礎
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
、同
広
域
連
合
は
、昨
年
夏
の
節
電
実
績
以
上

の
節
電
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。で
は
、節
電
方
法
に
つ
い

て
改
め
て
確
認
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

電
力
が
必
要
な
と
き
は

節
電
が
必
要
な
時
間
帯
は
、午
前
九
時
か
ら
午
後
八

時
ま
で
と
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
時
間
帯
全
域
で
節
電
に

取
り
組
む
こ
と
は
有
効
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、比
較

的
電
力
消
費
量
が
少
な
い
時
間
帯
ま
で
節
電
を
意
識
す

る
と
、日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
し
て
し
ま
う
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

こ
の
こ
と
か
ら
、最
も
電
力
消
費
が
激
し
い
時
間
帯

（
最
も
電
力
不
足
に
陥
る
可
能
性
の
あ
る
時
間
帯
）に
節

電
に
取
り
組
む
こ
と
が
効
果
的
で
す
。（
図
１
）

節
電
の
ポ
イ
ン
ト
と
は

で
は
、具
体
的
な
節
電
ポ
イ
ン
ト
は
ど
の
よ
う
な
こ
と

が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。日
常
生
活
で
可
能
な
節
電
方
法

と
し
て
は
、エ
ア
コ
ン
温
度
の
設
定
変
更
を
は
じ
め
と
し

た
表
１
の
よ
う
な
方
法
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、皆
さ
ん
の
家
庭
で
も
比
較
的
簡
単
に
で
き
る

こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
ほ
か
、省
エ
ネ
性
能
の
高
い
製
品
へ
の
買
い
替
え
、

二
重
窓
に
す
る
な
ど
住
宅
の
断
熱
性
能
の
向
上
、太
陽

光
発
電
や
家
庭
用
燃
料
電
池
の
導
入
な
ど
の
方
法
も
あ

り
ま
す
。こ
れ
ら
は
、設
置
費
用
や
そ
の
効
果
を
十
分
に

検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

平成26年夏の節電要請内容

節電方法 効果

エアコンの設定 26℃⇒28℃ 10%

すだれなどで日差しを和らげる 10%

エアコンを消して扇風機を使用 50%

不要な照明を消す 5%

冷蔵庫の設定を「強」から「中」にし、扉を開ける時間や詰込みすぎを減らす 2%

テレビの省エネモード設定、画面の輝度下げ、不要時は消す 2%

表1　主な節電方法と効果

シ
リ
ー
ズ・環
境
を
考
え
る

﹇
第
３
回
﹈節
電
を
考
え
る

夏―

近
年
、本
町
で
も
三
十
五
度
を
越
え
る「
猛
暑
日
」が
続
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。今
年
は
、

「
冷
夏
」
に
な
る
と
い
う
予
報
も
さ
れ
て
い
ま
す
が
、六
月
後
半
か
ら
七
月
初
旬
に
か
け
て
は
、

三
十
度
を
超
え
る「
真
夏
日
」が
続
く
な
ど
、今
年
も
厳
し
い
暑
さ
を
予
感
さ
せ
ま
す
。

　
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
の
東
日
本
大
震
災
以
降
、原
子
力
発
電
所
の
停
止
な
ど
で「
夏
の
昼

間
」と「
冬
の
夕
方
〜
夜
」は
、“

節
電”

が
呼
び
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、「
節
電
」を
テ
ー
マ
に
、夏
を
乗
り
切
る
方
法
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

昨夏実績以上の節電の実施
（昨夏の節電実績：平成22年度夏比11％減）

期間
7月1日～9月30日の平日
（8月13日～15日を除く）

時間
午前9時～午後8時

※高齢者や乳幼児、体調が悪い方の家庭では、
　健康上の支障をおよぼさない範囲での節電の実施

図1　夏場の電力消費のイメージ
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熱中症対策などについて話す⻆谷先生
（国保京丹波町病院・和田）

シリーズ・環境を考える ［第3回］節電を考えるシリーズ・環境を考える ［第3回］節電を考える

健
康
が
第
一

　

節
電
と
と
も
に
、例
年
お
伝
え
す
る「
夏
場
の
健
康
管

理
」。今
回
は
、今
年
四
月
か
ら
、国
保
京
丹
波
町
病
院
の

常
勤
内
科
医
師
と
し
て
勤
務
さ
れ
て
い
る
⻆
谷
慶
人
先

生
に
、夏
場
に
多
い
熱
中
症
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
以
降
、毎
年
電
力
不
足
の
影
響
で
、

節
電
が
要
請
さ
れ
ま
す
が
、健
康
面
で
ど
の
よ
う
な
こ

と
に
注
意
す
れ
ば
よ
い
で
す
か

夏
場
は
熱
中
症
が
非
常
に
多
く
み
ら
れ
ま
す
。節
電

も
大
切
で
す
が
、無
理
し
て
エ
ア
コ
ン
を
使
わ
な
い
こ
と

で
体
調
を
崩
す
こ
と
は
避
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ど
の
よ
う
な
方
が
特
に
注
意
が
必
要
で
す
か

農
作
業
や
競
技
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、屋
外
で
長
時
間

過
ご
す
方
は
注
意
が
必
要
で
す
。屋
内
に
お
い
て
も
、高

温
多
湿
な
環
境
で
は
熱
中
症
の
危
険
が
高
ま
り
ま
す
。

特
に
高
齢
者
の
方
々
は
、発
汗
が
少
な
く
な
っ
た
り
、暑

さ
や
の
ど
の
渇
き
を
感
じ
に
く
く
な
っ
た
り
す
る
な

ど
、熱
中
症
を
起
こ
し
や
す
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

注
意
す
べ
き
点
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
す
か

適
切
な
温
度
管
理
と
こ
ま
め
な
水
分
摂
取
が
大
切

で
す
。高
齢
者
の
方
々
に
お
い
て
は
、暑
さ
を
感
じ
な
く

て
も
扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
を
使
用
す
る
こ
と
や
、の
ど

の
渇
き
を
感
じ
な
く
て
も
こ
ま
め
に
水
分
を
摂
取
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。ま
た
、高
齢
者
の
み
の
世
帯
で

は
、周
り
の
人
が
気
に
か
け
て
あ
げ
る
こ
と
も
熱
中
症

予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

暑
い
夏
を
元
気
に
す
ご
す
た
め
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア

ド
バ
イ
ス
を
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
や
か
き
氷
な
ど
冷
た
い
食
べ
物

ば
か
り
摂
取
す
る
の
は
望
ま
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。そ
れ

よ
り
も
夏
野
菜
を
し
っ
か
り
と
っ
て
、体
の
な
か
に
こ

も
っ
た
熱
を
冷
ま
す
こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

元
気
に
夏
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う

　

今
回
は
、「
節
電
」を
テ
ー
マ
に
、一
般
的
な
節
電
方
法

か
ら
、少
し
変
わ
っ
た
節
電
方
法
、グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン

の
取
り
組
み
と
夏
場
の
健
康
対
策
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま

し
た
。

　

今
年
は
、東
日
本
大
震
災
以
降
四
回
目
の
夏
と
な
り

ま
す
。こ
の
夏
、関
西
電
力
管
内
で
は
初
め
て「
原
発
が
動

か
な
い
夏
」を
迎
え
ま
す
。昨
年
と
同
程
度
の
節
電
が
行

わ
れ
れ
ば
電
力
不
足
に
は
陥
ら
な
い
予
定
で
す
が
、稼
働

中
の
火
力
発
電
所
が
故
障
な
ど
で
停
止
す
れ
ば
、い
つ
電

力
が
不
足
す
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

日
頃
か
ら
節
電
す
る
こ
と
は
、余
計
な
化
石
燃
料
の

使
用
を
控
え
、環
境
を
守
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

昨
年
よ
り
少
し
が
ん
ば
っ
て
節
電
に
取
り
組
ん
で
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

表3　町内の図書室と開館状況

 

お知らせ

今年の夏は、電力の安定供給に最
低限必要な予備率3％以上を確保
できる見通しですが、それには昨年
並みの節電に取り組んでいただくこ
とが求められています。電力需給の
ひっ迫が予想される場合は、京都府
からの連絡に基づき臨時の告知放
送を行いますので、ご理解とご協力
をお願いします。

答 問 答 問 答 問

答 問

空調の整った町中央公民館図書室（蒲生）

表2　町内の涼やかスポット

瑞穂支所入り口に設置しているゴーヤ
とアサガオのグリーンカーテン
（瑞穂支所・橋爪）

や
ま  

し
た 

の
り   

こ

か
ど    

や   

よ
し  

と

今
年
も
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
が
登
場

　

節
電
を
機
に
、一
躍
注
目
を
集
め
る
こ
と
と
な
っ
た「
グ

リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
」。ゴ
ー
ヤ
や
ア
サ
ガ
オ
、キ
ュ
ウ
リ
な

ど
の
つ
る
植
物
が
夏
の
暑
さ
を
和
ら
げ
て
く
れ
ま
す
。

　

今
年
も
町
内
の
公
共
施
設
に
は
、ゴ
ー
ヤ
苗
な
ど
が

植
え
つ
け
ら
れ
た
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
が
設
置
。本
格
的

な
夏
を
前
に
す
く
す
く
と
成
長
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ゴ
ー
ヤ
苗
は
、町
女
性
の
会
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
も

の
で
す
。女
性
の
会
で
は
、約
十
年
前
か
ら
グ
リ
ー
ン

カ
ー
テ
ン
の
普
及
を
目
指
し
て
須
知
高
校
食
品
科
学
科

で
栽
培
さ
れ
た
ゴ
ー
ヤ
苗
を
会
員
や
公
共
施
設
に
配
布

し
て
い
ま
す
。同
会
の
山
下
典
子
会
長
は「
地
球
温
暖
化

の
防
止
と
と
も
に
、食
材
と
し
て
も
活
用
で
き
る
ゴ
ー
ヤ

の
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
の
普
及
を
、こ
れ
か
ら
も
進
め
て

い
き
た
い
で
す
」と
取
り
組
み
へ
の
思
い
を
話
し
ま
す
。

　

日
差
し
を
さ
え
ぎ
り
、蒸
散
作
用
に
よ
り
周
囲
を
冷

や
す
効
果
の
あ
る
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
。一
度
試
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

一
緒
に
涼
み
ま
せ
ん
か

　

こ
の
ほ
か
、手
軽
に
節
電
す
る
方
法
の
ひ
と
つ
に
、「
集

ま
る
」と
い
う
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、日
中
、自
宅
に
一
人
で
い
る
こ
と
で
、電
力
を

消
費
す
る
の
で
は
な
く
、皆
さ
ん
が
一
カ
所
に
集
ま
る
こ

と
で
、地
域
全
体
で
消
費
す
る
電
力
を
減
ら
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
が
、高
齢
者
を
対
象
と
し
た

「
涼
や
か
ス
ポ
ッ
ト
」で
す
。

　

こ
の
事
業
は
、京
都
府
が
平
成
二
十
四
年
度
か
ら
行
っ

て
い
る
も
の
で
、町
内
の
冷
房
が
効
い
た
高
齢
者
施
設
を

「
涼
や
か
ス
ポ
ッ
ト
」と
し
て
無
料
で
開
放
し
、自
宅
で
の

節
電
と
と
も
に
、過
度
な
節
電
に
よ
る
熱
中
症
予
防
や

地
域
交
流
の
場
と
す
る
も
の
で
す
。

　

本
年
度
は
、町
内
で
四
カ
所
が「
涼
や
か
ス
ポ
ッ
ト
」を

実
施
し
て
い
ま
す
。（
表
2
）

　

夏
の
暑
い
一
日
を
、涼
や
か
ス
ポ
ッ
ト
で
楽
し
く
過
ご

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

一
味
違
っ
た
涼
み
方
も

　
「
涼
や
か
ス
ポ
ッ
ト
」は
、高
齢
者
を
対
象
と
し
た
取
り

組
み
で
あ
り
、集
ま
る
こ
と
で
交
流
を
深
め
な
が
ら
節
電

で
き
る
も
の
で
す
が
、他
の
世
代
の
方
の
節
電
方
法
も
必

要
と
な
り
ま
す
。

　

世
代
を
問
わ
ず
涼
め
る
方
法
の
ひ
と
つ
が
、「
図
書
室
」

を
活
用
し
た
節
電
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

現
在
、町
内
に
は
、六
カ
所
の
図
書
室
が
あ
り
ま
す
。

（
表
3
）

　

各
図
書
室
で
は
、そ
れ
ぞ
れ
豊
富
な
蔵
書
の
中
か
ら
、

お
好
み
の
本
が
選
べ
ま
す
。

　

図
書
室
で
も
読
書
が
可
能
な
た
め
、夏
場
の
日
中
は
、

快
適
な
環
境
で
読
書
が
楽
し
め
ま
す
。真
夏
の
ひ
と
と

き
、図
書
室
で
節
電
し
て
み
る
の
も
い
い
か
も
し
ま
せ
ん
。

※

利
用
時
は
、マ
ナ
ー
を
守
り
、他
の
利
用
者
の
迷
惑
に

な
ら
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

図書室名 開館曜日 開館時間

京丹波町中央公民館

和知ふれあいセンター

月・金曜日 午後３時～５時

水曜日 午後２時～５時

第2・第4土曜日 午後１時～５時

梅田公民館
（梅田振興センター）

三ノ宮公民館
（三ノ宮基幹集落センター）

質美公民館
（質美振興センター）

火～土曜日

山村開発センターみずほ

第2・第4
火・土曜日

午前9時～午後5時
※正午～１時間は休憩時間

午後１時～５時
※質美公民館の第2・第4火曜日
は午後1時30分～5時30分

施設名 施設開放予定日 電話番号

高齢者サロン
「ゆうゆうの家」

高齢者サロン
「クローバー・
カフェ」

社会福祉法人
山彦会
瑞穂山彦苑

社会福祉法人
山彦会
金木犀

7月11日（金）から9月30日（火）
土日祝日と8月13日（水）から15日（金）までは休みです。
期間中アイスクリームなどを無料提供。

7月11日（金）から9月30日（火）
上記期間内で毎週月曜日を基本として、毎月8日程度開放。
開放時間は、午前10時から午後3時まで。

7月11日（金）から9月30日（火）
特養山彦苑、グループホームわたしの親元で実施。瑞穂デイサービ
スセンターは日曜日以外開放。送迎ご希望の場合、要相談。
7月20日（日）は夏まつりを実施
毎月末は午後から地域ボランティアによる演奏会などを実施。

7月11日（金）から9月30日（火）
小規模特養金木犀で実施します。京丹波デイサービスセン
ターは日曜日以外開放します。送迎ご希望の場合、要相談。
7月20日（日）は夏まつりを実施
毎月末は午後から地域ボランティアによる演奏会などを実施。

0771-84-9333(あい愛)
0771-84-2001
（ゆうゆうの家）

0771-88-5014
（クローバー・サービス）

0771-88-0150（山彦苑）
0771-88-0156
（わたしの親元）
0771-88-0151
（瑞穂デイサービスセンター）

0771-88-0001
（金木犀）
0771-88-0294
（京丹波デイサービスセンター）



六
月
一
日
、わ
ち
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、京
丹
波

町
消
防
操
法
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
操
法
大
会
は「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
、自
分
た

ち
で
守
る
」と
い
う
強
い
郷
土
愛
護
の
精
神
の
も
と
で

活
動
す
る
消
防
団
員
が
、日
ご
ろ
の
訓
練
成
果
を
発

揮
す
る
機
会
と
し
て
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

四
回
目
の
開
催
と
な
る
今
回
の
大
会
に
は
、ポ
ン

プ
車
操
法
の
部
に
三
チ
ー
ム
、小
型
ポ
ン
プ
操
法
の

部
に
十
六
チ
ー
ム
が
参
加
。約
六
百
人
の
団
員
と
家

族
な
ど
が
見
守
る
中
、訓
練
で
培
っ
た
力
を
出
し
切

り
ま
し
た
。

各
チ
ー
ム
の
操
法
が
披
露
さ
れ
る
と
、消
防
団
員

や
見
学
に
訪
れ
た
人
た
ち
か
ら
は
、大
き
な
拍
手
が

送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
】

最
優
秀
賞
 

瑞
穂
支
団
第
一
分
団

優
秀
賞
 

丹
波
支
団
第
二
分
団

【
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
】

最
優
秀
賞
 

丹
波
支
団
第
四
分
団

優
秀
賞
 

瑞
穂
支
団
第
一
分
団

 

瑞
穂
支
団
第
二
分
団

【
特
別
賞
】

団
長
奨
励
賞
 

和
知
支
団
第
二
分
団

京
都
府
消
防
操
法
大
会
に
向
け

出
場
操
法
要
員
の
結
団
式
を
開
催

町
で
は
、六
月
十
七
日
に
町
中
央
公
民
館
で
八
月

三
日
に
丹
波
自
然
運
動
公
園
で
開
催
さ
れ
る
京
都

府
消
防
操
法
大
会
に
出
場
す
る
操
法
要
員
の
結
団

式
を
開
催
。式
で
は
、出
場
す
る
二
チ
ー
ム
の
要
員

に
対
し
、 

う
め  梅
　 

は
ら 原
　 

よ
し 好
　 
の
り 範

団
長
か
ら
任
命
書
が
交
付
さ
れ

ま
し
た
。

出
場
す
る
操
法
要
員
を
代
表
し
、ポ
ン
プ
者
操
法

の
部
に
指
揮
者
と
し
て
出
場
す
る
瑞
穂
支
団
第
一
分

団
瑞
穂
第
二
本
部
の
藤
原
功
さ
ん
は「
わ
た
し
た
ち

は
、第
二
十
三
回
京
都
府
消
防
操
法
大
会
に
お
け
る

操
法
要
員
と
し
て
選
抜
さ
れ
ま
し
た
。八
月
三
日
ま

で
一
カ
月
あ
ま
り
の
間
、栄
え
あ
る
京
丹
波
町
消
防

団
の
代
表
と
し
て
の
操
法
が
披
露
で
き
ま
す
よ
う
、

精
一
杯
が
ん
ば
り
ま
す
」と
出
場
に
か
け
る
決
意
を

述
べ
ま
し
た
。

出
場
要
員
は
、大
会
で
の
入
賞
を
目
指
し
て
練
習

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。当
日
は
、多
く
の
皆
さ
ん
の

応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。
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任命書を受け取る操法要員（町中央公民館・蒲生）

丹
波
支
団
第
二
分
団

放水に向け吸管を伸ばす三番員と四番員

二番員の「放水始め」の声が響く

瑞
穂
支
団
瑞
第
一
分
団

ホースを持ち、火点を目指す指揮者

ホースの延長を終え、構える要員

瑞
穂
支
団
第
二
分
団

とび口を持ち、走り出す二番員

筒先員を交代する指揮者と一番員

防
火

日頃の訓練成果

京丹波町
消防操法大会

吸管を伸ばす二番員と三番員

操法を終了した要員ら

一番員が「伝達おわり」を告げる
火点へ向けホース

を搬送する一番員

火点に向け放水体勢をとる二番員

操法披露を前に、緊
張した表情の要員

丹
波
支
団
第
四
分
団

二線めのホースを延長する二番員と三番員

「放水やめ」を伝える三番員

ふ
じ  

わ
ら 

い
さ
お

瑞
穂
支
団
第
一
分
団



観
光
資
源
が
つ
な
ぐ
取
り
組
み

質
志
鐘
乳
洞
公
園

活
性
化
へ
の
道

須
知
高
校
と

質
志
鐘
乳
洞
公

園
の
連
携
し
た

取
り
組
み
は
、平

成
二
十
四
年
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。

ま
ず
、現
在
の
鐘
乳
洞
公
園
を
知
る
た
め
、

同
校
食
品
科
学
科
公
園
管
理
コ
ー
ス
の
二
・

三
年
生
が
同
年
七
月
に「
京
都
府
下
唯
一
の

鍾
乳
洞
」と
い
う
観
光
資
源
を
持
つ
こ
の
公

園
を
訪
問
。見
学
後
に
は
、今
後
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
、

自
然
豊
か
な
こ

の
公
園
を
さ
ら

に
魅
力
あ
る
公

園
に
す
る
た
め

に
、花
壇
づ
く
り
を
提
案
。平
成
二
十
四
年

か
ら
毎
年
、花
を
植
え
た
プ
ラ
ン
タ
ー
を
並

べ
た
り
、公
園
内
の
一
角
に
花
壇
づ
く
り
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

今
年
も
継
続
し
て
花
を
植
え
る
こ
と
に
し

た
生
徒
た
ち
は
、六
月
九
日
に
鐘
乳
洞
公
園
を

訪
問
。公
園
内
で
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

植
え
付
け
に
際
し
、生
徒
た
ち
は
花
の
種

類
を
検
討
し
ま
し
た
。同
公
園
は
、日
中
の
日

の
差
し
込
み
が
弱
く
、そ
れ
が
夏
場
の
涼
し
さ

に
貢
献
し
て
い
ま
す
が
、花
の
生
育
に
は
問
題

が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、今
年
は
、比
較
的
日
陰
で

も
生
育
が
可
能
な
イ
ン
パ
チ
ェ
ン
ス
を
選
択
。

同
校
で
育
て
た
花
苗
を
一
株
ず
つ
て
い
ね
い

に
植
え
付
け
ま
し
た
。参
加
し
た 

お
お  大 

す
ぎ 杉 

け
ん 剣 

す
け 右

さ
ん
は「
自
然
が
多
く
み
ん
な
が
集
ま
る

場
と
し
て
は
花
が
な
い
と
思
い
、き
れ
い
に

し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。（
イ
ン
パ
チ
ェ
ン
ス

は
）こ
の
土
地
に
合
う
花
だ
と
思
っ
て
植
え

ま
し
た
」と
取
り
組
ん
だ
経
緯
を
話
し
て

い
ま
し
た
。

ま
た
、生
徒
た
ち
は
、花
苗
植
え
と
と
も

に
、シ
イ
タ
ケ
の
原
木
の
搬
入
も
行
い
ま
し

た
。こ
の
原
木
は
、町
内
に
あ
る
府
立
林
業
大

学
校
が
実
習
で
伐
採
し
た
ク
ヌ
ギ
を
用
い
、

生
徒
た
ち
が
菌
打
ち
を
行
っ
た
も
の
で
す
。生

徒
た
ち
は「
公
園
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
す
る
と

き
に
、使
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
置
き
ま

し
た
」と
話
し
、公
園
を
訪
れ
る
方
へ
の
お
も

て
な
し
と
な
る
取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。

す
ば
ら
し
い

観
光
資
源
を
持

ち
な
が
ら
も
年

間
来
場
者
数
が

一
万
七
千
人
前

後
と
伸
び
悩
む
質
志
鐘
乳
洞
公
園（
表
１
）。

公
園
で
の
取
り
組
み
と
と
も
に
、情
報
発
信

手
段
と
し
て
、公
園
を
Ｐ
Ｒ
す
る
チ
ラ
シ
の

見
直
し
も
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
三
つ
折
で
あ
っ
た
も
の
を
折
ら

な
い
も
の
に
変
更
。チ
ラ
シ
を
設
置
す
る
場

所
に
合
わ
せ
、紙
面
上
部
に
施
設
の
名
称
を

大
き
く
配
置
す
る
と
と
も
に
、園
内
の
様
子

が
わ
か
り
や
す
い
よ
う
な
レ
イ
ア
ウ
ト
に
変

更
し
ま
し
た
。

ま
た
、町
内
の
観
光
情
報
が
集
ま
る
丹
波

マ
ー
ケ
ス
内
の
京
丹
波
町
観
光
協
会
で
の
チ

ケ
ッ
ト
販
売
を
提
案
。生
徒
た
ち
も
チ
ケ
ッ

ト
の
販
売
実
習
を
行
い
、集
客
に
一
役
買
い
ま

し
た
。

猛
暑
を
避
け

る
ク
ー
ル
ス

ポ
ッ
ト
と
し
て

も
注
目
さ
れ
、

昨
年
度
は
来
場

者
数
も
増
え
た
質
志
鐘
乳
洞
公
園
。同
公
園

を
管
理
す
る
協
力
会
の 

き
た  北 

の 野 

ひ
で 秀 

は
る 治

会
長
は

「
こ
れ
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
取
り
組
ん
で

き
て
、自
分
た
ち
で
は
、な
か
な
か
新
し
い
ア
イ

デ
ア
は
出
て
き
ま
せ
ん
。若
い
人
た
ち
が
良
い

ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
く
れ
る
こ
と
は
大
変
う

れ
し
い
で
す
。お
客
さ
ん
に
も
好
評
で
す
」と
、

須
知
高
校
生
の
協
力
に
感
謝
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、公
園
で
は
、生
徒
た
ち
の
ア
イ
デ
ア
に

よ
り
管
理
棟
に
テ
レ
ビ
を
設
置
。足
の
不
自
由

な
方
が
、鐘
乳
洞
に
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
と

き
に
洞
内
の
様
子
を
見
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し

ま
し
た
。

ひ
と
つ
ず
つ
改
善
す
る
こ
と
で
、魅
力
を
増

し
つ
つ
あ
る
質
志
鐘
乳
洞
公
園
。暑
い
夏
の
日

に
訪
れ
て
み
る
の
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。新旧のチラシを広げて話す北野さん映像を確認する北野さん

チケットを手渡す須知高校生（丹波マーケス・須知）

花苗を植える生徒シイタケの原木を積み上げる生徒

鍾乳洞へ続く道沿いに植えつけられたインパチェンス

新しくなったチラシ（左）。これまでのチラシ（右）よりも見所をわかりやすく掲載している
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京
丹
波
町
質
志
に
あ
る
京
都
府
唯
一
の
鍾
乳
洞「

し
ず  質 

し 志 

し
ょ
う 鐘 

に
ゅ
う 乳 

ど
う 洞

」。

洞
内
は
、年
間
を
通
し
て
十
二
度
前
後
と
、夏
場
の
ク
ー
ル
ス
ポ
ッ

ト
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

こ
の
鍾
乳
洞
が
あ
る
質
志
鐘
乳
洞
公
園
の
活
性
化
を
目
指
す
、

須
知
高
校
生
の
取
り
組
み
の
様
子
を
お
伝
え
し
ま
す
。

に
、花
壇
づ
く
り
を
提
案
。平
成
二
十
四
年

者
数
も
増
え
た
質
志
鐘
乳
洞
公
園
。同
公
園

17,105  
18,009  17,878  

15,777  16,053  

19,851  

0  

5,000  

10,000  

15,000  

20,000  

25,000
（人）

H20 H21 H22 H23 H24 H25 

（表1）質志鐘乳洞公園来場者数の推移 

ア
イ
デ
ア
を

出
し
合
う

　

　
花
の
あ
る

公
園
へ

情
報
発
信

に
も
協
力

若
い
力
で

魅
力
あ
る

公
園
へ



　

京
丹
波
町
病
院
で
は
、平
成
二
十
六
年
四
月
か
ら

土
曜
日
の
内
科
・
小
児
科
の
午
前
診
療
を
、毎
週
行
っ

て
い
ま
す
。

☎
８
6
―
0
2
2
0

お
知
ら
せ

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、町
立
病
院
・
診
療
所
の
医
師
や

専
門
職
員
が
皆
さ
ん
に
お
届
け
す
る
健
康
情
報
コ
ー

ナ
ー
で
す
。

今
回
の
担
当
は
、国
保
京
丹
波
町
病
院
の
⻆
谷
慶

人
先
生
。さ
ま
ざ
ま
な
原
因
で
発
症
し
、発
症
後
は
日

ご
ろ
の
健
康
管
理
が
大
切
な
心
不
全
に
関
す
る
話
で

す
。

●
心
不
全
と
は
？

心
不
全
と
は「
心
臓
の
ポ
ン
プ
と
し
て
の
機
能
が
低
下
し

た
状
態
」の
こ
と
を
い
い
ま
す
。高
血
圧
、心
筋
梗
塞
、弁
膜

症
、不
整
脈
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
原
因
で
心
臓
の
機
能
が
低

下
す
る
と
、全
身
に
十
分
な
血
液（
酸
素
）を
送
り
出
せ
ず
、

内
臓
に
水
分
が
た
ま
り
、「
息
苦
し
さ
」や「
む
く
み
」と
い
っ

た
症
状
が
現
れ
ま
す
。

●
心
不
全
を
悪
化
さ
せ
る
要
因
は
？

服
薬
・
通
院
の
中
断
、塩
分
・
水
分
の
と
り
す
ぎ
、高
血
圧

の
悪
化
、過
労
、風
邪
な
ど
の
感
染
症
は
、心
不
全
を
悪
化

さ
せ
る
原
因
の
代
表
的
な
も
の
で
す
。

●
心
不
全
の
内
服
治
療
薬
は
？

・
A
C
E
阻
害
薬
/
A
R
B
：
血
圧
の
薬
で
も
あ
り
ま

す
が
、心
臓
の
負
担
を
軽
く
す
る
作
用
や
有
害
な
ホ
ル

モ
ン
を
抑
え
る
作
用
を
持
っ
て
い
ま
す
。血
圧
が
高
く

な
い
方
に
も
処
方
さ
れ
ま
す
。

・β
遮
断
薬
：
血
圧
の
薬
で
も
あ
り
ま
す
が
、収
縮
力
が

低
下
し
た
心
臓
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
て
心
拍
数
を
減
ら

し
、ポ
ン
プ
機
能
を
高
め
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。少
な
い

量
か
ら
始
め
て
、徐
々
に
量
を
増
や
し
ま
す
。

・
利
尿
薬
：
体
の
余
分
な
水
分
を
減
ら
し
ま
す
。肺
に
た

ま
っ
た
水
分
を
取
り
除
い
て
呼
吸
を
楽
に
し
、顔
や
足

の
む
く
み
を
と
り
ま
す
。腎
臓
に
負
担
が
か
か
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

●
心
不
全
の
方
が
気
を
つ
け
る
こ
と
は
？

自
宅
で
血
圧
や
体
重
を
毎
日
測
定
し
、「
体
調
の
セ
ル
フ

チ
ェ
ッ
ク
」を
し
ま
し
ょ
う
。体
重
が
数
日
で
二
〜
三
キ
ロ
以

上
増
加
し
た
り
、顔
や
足
の
む
く
み
が
出
た
り
、息
苦
し
さ

が
悪
化
す
る
よ
う
な
場
合
は
、早
め
に
医
師
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。そ
の
他
、禁
煙
、節
酒
、適
度
な
有
酸
素
運
動
が
推

奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
心
不
全
治
療
の
目
標
と
は
？

症
状
を
な
る
べ
く
軽
く
し
、生
活
の
質
を
改
善
し
、よ
り

長
く
健
康
状
態
を
保
つ
こ
と
で
す
。そ
の
た
め
に
は
、定
期

的
な
通
院
、服
薬
、そ
し
て
患
者
さ
ん
自
身
の
健
康
管
理
が

重
要
で
す
。

⻆谷　慶人  先生（国保京丹波町病院）
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『心不全について』

かど よし とや
内科医師
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大
き
な
被
害
を

も
た
ら
す「
ひ
ょ
う
」

六
月
十
二
日
午
後
四
時
三
十
分
ご
ろ
、町

内
で
は
、一
帯
が
夜
の
よ
う
に
暗
く
な
り
、強

い
雨
が
降
り
出
し
ま
し
た
。約
一
時
間
程
度
の

雨
で
し
た
が
、町
内
の
観
測
点
で
は
、最
大
四

十
九
ミ
リ（
井
脇
観
測
点
）の
雨
量
を
観
測

し
ま
し
た
。

こ
の
間
、京
丹
波
町
内
で
は
、大
き
い
も
の

で
ゴ
ル
フ
ボ
ー
ル
大
く
ら
い
の
大
量
の「
ひ
ょ

う
」が
降
り
ま
し
た
。こ
の
ひ
ょ
う
は
、家
屋
、

車
両
、農
作
物
な
ど
に
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。（
表
1
）

　農
作
物
へ
の
影
響

は
甚
大

エ
ン
ド
ウ
マ
メ
や
黒
大
豆
、ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ

な
ど
を
栽
培
す
る
野
村
諭
司
さ
ん（
保
井
谷
）

も
今
回
の
ひ
ょ
う
被
害
を
受
け
た
一
人
で
す
。

野
村
さ
ん
は
、自
ら
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
横

に
あ
る
プ
レ
ハ
ブ
に
い
た
と
き
に
ひ
ょ
う
の
被

害
に
あ
い
ま
し
た
。「
最
初
は
何
事
か
と
思
い

ま
し
た
。外
を
見
る
と
少
し
先
に
あ
る
ハ
ウ
ス

が
か
す
む
ほ
ど
ひ
ょ
う
が
降
っ
て
い
ま
し
た
」

と
野
村
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

ひ
ょ
う
が
お
さ
ま
っ
た
野
村
さ
ん
の
畑
は
、

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
に
は
穴
が
あ
き
、植
え
つ
け

た
黒
大
豆
の
苗
は
全
滅
、近
く
に
あ
っ
た
育

苗
箱
は
割
れ
る
と
い
う
有
り
様
で
し
た
。

少
し
ず
つ
復
旧
作
業
を
す
る
野
村
さ
ん
。

「（
野
菜
が
不
足
し
な
い
よ
う
に
、）計
画
的
な

出
荷
に
向
け
て
、復
旧
を
す
す
め
て
い
き
ま

す
」と
、ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
張
り
替
え
作
業

を
し
な
が
ら
話
し
て
い
ま
し
た
。

項目 件数

家屋など（窓ガラス） 27戸

家屋など（トタン屋根など） 188戸

自家用車などの車両

公共施設（施設、街頭、車など）

109台

32件

農業施設（ビニールハウス） 67棟

農業施設（その他） 4棟

農作物 2.418ha

空
か
ら
襲
来
し
た
自
然
の
驚
異 

ひ
ょ
う
被
害

近
年
、日
本
各
地
で
は
、大
地
震
や
集
中
豪
雨
な
ど
、経
験
し
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
自
然
現
象
が
発
生
し

て
い
ま
す
。本
町
に
お
い
て
も
、昨
年
九
月
に
発
生
し
た
台
風
十
八
号
災
害
は
、記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
た
び
、六
月
十
二
日
に
発
生
し
た
局
地
的
な
豪
雨
と「
ひ
ょ
う
」被
害
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ビニールハウスの張り替え作業をする野村さん（保井谷）

（表1）ひょうによる町内の被害状況

（注）平成26年6月27日現在で町が把握しているもの。

ひょうの被害をうけたエンドウ

ひょうで割れた窓ガラス（下山）

屋外にあった育苗箱。ひょうにあたり割れてしまった（保井谷）

町内に降りそそいだひょう。これは降ってから約1時間後のもの
（提供・谷文絵さん（質美））

の　

む
ら   

さ
と　

し



F L A S H KYOTAMBA TOWN NEWS 2014
京丹波のまちのニュースをお届けします

■
森
の
教
室

　

丹
波
ひ
か
り
小
学
校
で
六
月
十
二

日
、森
林
の
は
た
ら
き
な
ど
を
学
ぶ

森
の
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

教
室
で
は
同
校
の
五
年
生
が
、独

立
行
政
法
人
森
林
総
合
研
究
所
と
京

丹
波
森
林
組
合
の
職
員
か
ら
、森
林

が
担
う
役
割
や
、森
で
働
く
人
の
仕

事
、身
近
に
あ
る
樹
木
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。

学
校
周
辺
で
行
わ
れ
た
樹
木
に
関

す
る
学
習
で
は
、同
研
究
所
の
職
員

が
、葉
の
形
や
幹
の
皮
な
ど
か
ら
樹
木

の
種
類
を
判
断
す
る
方
法
な
ど
を
説

明
す
る
と
、生
徒
た
ち
は
、興
味
津
々

な
様
子
で
聞
い
て
い
ま
し
た
。

教
室
に
参
加
し
た 

い
な  稲
　 

ば 葉
　 

み
な
み 

南
美
さ
ん

は
、「
家
庭
で
出
す
二
酸
化
炭
素
を
吸

収
す
る
木
の
数
を
聞
い
て
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。難
し
い
話
も
あ
っ
た
け
ど
、い

ろ
い
ろ
な
木
の
こ
と
を
教
え
て
も
ら
っ

て
楽
し
か
っ
た
で
す
」と
、森
が
果
た

し
て
い
る
役
割
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。

こ
の
教
室
は
、平
成
二
十
三
年
十
一

月
九
日
に
実
勢
地
内
で
行
わ
れ
た
独

立
行
政
法
人
森
林
総
合
研
究
所
主
催

の「
み
ん
な
で
創
る
水
源
の
森
」植
樹

祭
に
同
校
生
徒
が
参
加
し
た
こ
と
を

契
機
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

の
役
割
を
学
ぶ

森■
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル　

　

災
害
時
に
危
険
が
想
定
さ
れ
る
箇

所
な
ど
を
視
察
し
対
策
を
検
討
す
る

防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
を
六
月
二
十
四
日

に
実
施
し
ま
し
た
。

パ
ト
ロ
ー
ル
に
は
、町
お
よ
び
京
都

府
の
ほ
か
、災
害
時
に
連
携
し
て
対
応

す
る
町
消
防
団
や
園
部
消
防
署
、南

丹
警
察
署
が
参
加
。昨
年
の
台
風
十

八
号
に
よ
り
民
家
な
ど
が
大
き
な
被

害
を
被
っ
た
坂
原
お
よ
び
中
地
区
と
、

公
共
施
設
が
床
下
浸
水
し
た
和
田
地

区
を
視
察
し
ま
し
た
。

和
田
地
区
の
視
察
で
は
、氾
濫
し

た
高
屋
川
と
被
害
を
受
け
た
京
丹
波

町
病
院
や
町
情
報
セ
ン
タ
ー
周
辺
を

視
察
。町
の
担
当
者
か
ら
当
時
の
様

子
を
聞
き
な
が
ら
状
況
を
確
認
し
ま

し
た
。

パ
ト
ロ
ー
ル
後
に
は
、町
中
央
公

民
館
で
今
後
の
防
災
対
策
を
検
討
。

関
係
機
関
の
連
絡
調
整
を
目
的
と
し

た
職
員
の
派
遣
体
制
や
、河
川
お
よ

び
周
辺
の
整
備
に
関
し
て
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

後
の
防
災
対
策
な
ど
を
検
討

今 ■
竹
野
小
学
校
出
前
発
表　

　

竹
野
活
性
化
委
員
会（
中
西
和

之
代
表
）が
毎
週
木
曜
日
に
京
都
・

丹
波
食
彩
の
工
房
で
行
う
竹
野
サ

ロ
ン
で
六
月
十
九
日
、竹
野
小
学
校

四
年
生
に
よ
る
出
前
発
表
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

サ
ロ
ン
を
訪
れ
た
生
徒
た
ち
は
、詩

を
順
番
に
読
む
群
読
な
ど
を
披
露
し

た
あ
と
、サ
ロ
ン
を
訪
れ
た
人
た
ち
と

一
緒
に
、茶
摘
み
の
歌
に
合
わ
せ
た
手

遊
び
を
楽
し
み
ま
し
た
。

普
段
サ
ロ
ン
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
活

動
し
、こ
の
日
は
参
加
者
と
し
て
来
て

い
た 

ふ
な  船
　 

こ
し 越
　 

か 

　
　 

 な
　 
え 江

さ
ん（
水
戸
）は

「
参
加
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。近
所
の

子
ど
も
の
発
表
を
見
る
こ
と
が
で
き

た
の
で
よ
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
」

と
、生
徒
た
ち
と
と
も
に
手
遊
び
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

こ
の
出
前
発
表
は
、地
域
ぐ
る
み
で

支
え
て
も
ら
っ
て
い
る
地
元
の
人
た
ち

に
喜
ん
で
も
ら
え
る
こ
と
を
し
よ
う

と
企
画
。今
後
は
ほ
か
の
学
年
で
も
実

施
す
る
予
定
で
す
。

域
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に

地
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手遊びを楽しむ小学生と地域の人たち（京都・丹波食彩の工房・高岡 木の名前や見分け方を聞く生徒（丹波ひかり小・曽根）災害の爪あとが残る高屋川を視察する関係者ら（和田）

■
下
山
小
学
校
防
災
学
習

　

校
内
に
設
置
さ
れ
た
地
震
計
を
通
し

て
、地
震
発
生
の
仕
組
み
な
ど
を
学
ぶ
防

災
学
習
が
六
月
六
日
、下
山
小
学
校
で
六

年
生
を
対
象
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
観
測
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
ろ
う
」を

テ
ー
マ
に
行
わ
れ
た
学
習
で
は
、平
成
二

十
一
年
に
京
都
大
学
防
災
研
究
所
に
よ

り
設
置
さ
れ
た
小
型
地
震
計
に
つ
い
て
、

同
大
学
大
学
院
情
報
学
研
究
科
の
岩
堀

卓
哉
さ
ん
と
中
西
千
尋
さ
ん
が
説
明
。生

徒
た
ち
は
、地
震
計
が
あ
る
机
を
少
し
さ

わ
る
だ
け
で
も
反
応
す
る
地
震
計
の
性

能
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。

学
習
で
は
、実
際
に
校
内
に
設
置
さ
れ

た
地
震
計
も
確
認
。生
徒
ら
は
、岩
堀
さ

ん
ら
の
指
導
に
よ
り
、地
震
計
が
記
録
し

た
デ
ー
タ
が
保
存
さ
れ
て
い
る
メ
モ
リ
ー

カ
ー
ド
と
電
池
の
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
は
、継
続
的
に
カ
ー
ド
の
交
換
を

行
う
と
と
も
に
、授
業
を
通
し
て
小
学
校

が
あ
る
下
山
地
域
の
大
地
な
ど
に
つ
い
て

学
習
す
る
予
定
で
す
。

震
観
測
を
学
ぶ

地■
介
護
予
防
教
室
事
前
説
明
会

　

地
域
で
介
護
予
防
教
室
を
開
催
す
る

た
め
の
事
前
説
明
会「
脳
ト
レ・
筋
ト
レ
事

前
説
明
会
」を
六
月
二
十
五
日
に
町
中
央

公
民
館
で
開
催
。町
内
三
十
四
地
域
の
サ

ロ
ン
関
係
者
な
ど
七
十
八
人
が
体
験
を

通
し
て
教
室
の
内
容
を
学
び
ま
し
た
。

　

説
明
会
で
は
、各
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
指

導
す
る
講
師
が
そ
れ
ぞ
れ
の
講
座
内
容

を
説
明
。こ
の
う
ち
、筋
ト
レ
に
関
す
る

講
演
で
は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
元
気
ア
ッ
プ
Ａ

Ｇ
Ｅ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の 

よ
こ  横
　 

や
ま 山
　 

け
い 慶
　

い
ち 一

さ
ん

が
、音
楽
に
合
わ
せ
た
体
操
な
ど
を
紹

介
。参
加
者
は
、横
山
さ
ん
の
動
き
に
合

わ
せ
て
楽
し
く
講
座
内
容
を
体
験
し
て

い
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
は
、申
し
込
み
の
あ
っ
た
地

域
を
対
象
に
、十
一
月
〜
二
月
に
か
け
て

週
一
回
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

験
を
通
し
て
理
解
を
深
め
る

体

■
女
性
の
会
地
域
め
ぐ
り

　

町
女
性
の
会
会
員
に
よ
る「
地
域

め
ぐ
り
」が
六
月
二
十
九
日
に
行
わ

れ
、約
五
十
人
の
参
加
者
が
、道
の
駅

「
京
丹
波 

味
夢
の
里
」な
ど
の
見
学
と

陶
芸
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
京
丹
波 

味
夢
の
里
」建
設
現
場
で

は
、町
担
当
者
が
施
設
の
概
要
な
ど

を
説
明
。参
加
者
か
ら
は「
パ
ー
キ
ン

グ
エ
リ
ア
に
は
、上
下
線
ど
ち
ら
か
ら

も
入
れ
る
の
で
す
か
」な
ど
の
質
問
が

出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、大
朴
地
内
で
は
大
朴
川
橋

（
仮
称
）を
橋
上
か
ら
見
学
。参
加
者

は
、橋
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
、眼

下
に
広
が
る
瑞
穂
地
域
を
見
渡
し
て

い
ま
し
た
。

興
拠
点
施
設
な
ど
を
見
学

振

地震計を確認する生徒たち
（下山小・下山）

音楽に合わせて体を動かす参加者（町中央公民館・蒲生）

道の駅の概要などを聞く参加者（曽根）

建設が進む道の駅予定地（曽根）

あ
じ  

む

な
か  

に
し   

か
ず

ゆ
き

の

な
か 

に
し  

ち  

ひ
ろ

い
わ 

ほ
り

は
ん 

ら
ん

た
く  

や



参加者からの質問に答える寺尾町長（下山集会所・下山）

■
自
治
功
労
者
表
彰

　

質
美
地
域
振
興
会
が
こ
の
ほ
ど
、

京
都
府
の
平
成
二
十
六
年
度
地
域
自

治
功
労
者
表
彰（
地
域
力
再
生
功
労

団
体
）を
受
賞
。同
会
の
髙
橋
弘
会
長

と
大
西
好
美
副
会
長
が
六
月
二
十
七

日
に
寺
尾
豊
爾
町
長
に
報
告
に
訪
れ

ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
、京
都
府
が
毎
年
、同

府
の
開
庁
を
記
念
し
て
行
う
式
典
で

表
彰
し
て
い
る
も
の
で
す
。同
振
興
会

は
、平
成
二
十
一
年
四
月
の
設
立
後
、

地
域
活
性
化
を
目
指
し
て
、交
流
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
や
環
境
に
関
す
る
取

り
組
み
を
積
極
的
に
実
施
し
、ま
た
、

平
成
二
十
四
年
か
ら
は
、閉
校
と
な
っ

た
旧
質
美
小
学
校
を
活
用
し
、サ
ー

ク
ル
活
動
や
、住
民
団
体
に
よ
る
軽

食
の
提
供
な
ど
を
行
い
、地
域
の
交
流

拠
点
化
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

今
回
の
受
賞
を
受
け
、髙
橋
会
長

は「
皆
さ
ん
の
支
援
が
あ
っ
た
お
か
げ

で
す
。（
旧
小
学
校
は
、）振
興
会
の
活

動
の
ひ
と
つ
な
の
で
、施
設
を
拠
点
と

し
て
、今
後
も
地
域
の
振
興
に
向
け
て

が
ん
ば
り
ま
す
」と
、活
動
へ
の
思
い

を
話
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、今
回
の
表
彰
で
は
、本
町
お

よ
び
亀
岡
市
、南
丹
市
を
エ
リ
ア
と

す
る
京
都
丹
波
地
域
の
情
報
発
信
に

よ
る
観
光
振
興
に
取
り
組
む
京
来

て
・
観
て
丹
波
の
会（ 

て
ら寺
　 

い 井
　 

ま
さ 昌
　 

お 夫
会

長
）も
受
賞
し
ま
し
た
。

ら
お
こ
し
の
活
動
を
評
価

む■
町
消
防
団
な
ど
へ
感
謝
状
贈
呈

本
町
消
防
団
を
含
む
京
都
府
内
の

十
六
の
消
防
団
お
よ
び
水
防
団
に
対

し
、 

や
ま  

山
　 

だ  田
　 

け
い 啓
　 

じ 二
京
都
府
知
事
が
感
謝

状
を
贈
呈
。五
月
三
十
日
に
京
都
府
公

館（
京
都
市
）で
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

こ
の
感
謝
状
は
、昨
年
九
月
十
五
日

か
ら
十
六
日
に
か
け
て
町
内
な
ど
に
大

き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
台
風
十
八

号
災
害
で
の
水
防
活
動
が
評
価
さ
れ

た
こ
と
に
よ
る
も
の
。贈
呈
式
に
は
、町

消
防
団
の
梅
原
好
範
団
長
が
出
席
し

ま
し
た
。

感
謝
状
を
受
け
梅
原
団
長
は「
発
災

当
時
、深
夜
の
ど
し
ゃ
降
り
の
中
で
懸

命
な
活
動
を
さ
れ
た
町
職
員
や
各
区

役
員
、消
防
団
員
の
皆
さ
ま
の
代
理
と

し
て
感
謝
状
を
賜
り
ま
し
た
。日
ご
ろ

か
ら
温
か
い
ご
理
解
の
も
と
団
員
を
お

支
え
い
た
だ
く
ご
家
族
の
皆
さ
ま
に
心

か
ら
感
謝
し
、今
後
も
安
全
・
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
団
員
の
総
力
を
挙

げ
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
」と
、今
後

の
消
防
団
活
動
へ
の
思
い
を
話
し
て
い

ま
し
た
。

命
の
水
防
活
動
を
評
価

懸
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京丹波のまちのニュースをお届けします

■
町
長
と
語
る
つ
ど
い

　

身
近
な
話
題
や
町
政
へ
の
要
望
な

ど
を
語
り
合
う
町
長
と
語
る
つ
ど
い

が
、六
月
二
十
四
日
の
下
山
集
会
所

を
皮
切
り
に
、町
内
二
十
二
会
場
で

始
ま
り
ま
し
た
。

第
一
回
目
と
な
る
同
集
会
所
の
つ

ど
い
に
は
、地
元
下
山
地
区
の
住
民

な
ど
三
十
九
人
が
参
加
。新
た
な
取

り
組
み
で
あ
る
映
像
に
よ
る
平
成
二

十
六
年
度
の
事
業
と
予
算
の
説
明

後
、懇
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、六
月
十
二
日
に

町
内
で
起
こ
っ
た「
ひ
ょ
う
」被
害
へ
の

迅
速
な
対
応
に
対
す
る
お
礼
や
、友

好
町
交
流
に
関
す
る
質
問
な
ど
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

町
長
と
語
る
つ
ど
い
は
、九
月
二
日

ま
で
開
催
予
定
で
す
。多
く
の
皆
さ
ん

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

近
な
話
題
を
語
り
合
う

身

15　KYOTAMBA　NO.105 14

受賞の報告に訪れた（写真右から）髙橋会長と大西副会長
（役場町長室・蒲生）

■
観
光
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式

「
わ
た
し
が
見
つ
け
た
京
丹
波
の
観

光
資
源
」を
テ
ー
マ
に
昨
年
度
行
わ
れ

た
、第
二
回
観
光
写
真
コ
ン
テ
ス
ト（
町

観
光
協
会
主
催
）の
表
彰
式
が
、六
月

二
十
五
日
に
丹
波
マ
ー
ケ
ス
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

今
回
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
、一
般
お

よ
び
携
帯
電
話
カ
メ
ラ
の
部
を
合
わ
せ

て
百
十
二
作
品
が
出
展
。そ
の
中
か

ら
、各
部
門
の
特
選
作
品
な
ど
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

一
般
の
部
特
選
に
選
ば
れ
た「
野
菜

ま
つ
り
寸
景
」を
撮
影
し
た 

お
う  王
　 

く
ら  鞍
　 

け
ん 謙
　 

い
ち 一

さ
ん
は
、「
知
り
合
い
か
ら
聞
い
て
こ
の

み
こ
し
の
撮
影
に
行
き
ま
し
た
が
、す

ば
ら
し
い
み
こ
し
で
し
た
。ア
ン
グ
ル
設

定
な
ど
が
大
変
で
、撮
影
に
四
時
間
く

ら
い
か
か
り
ま
し
た
」と
、特
選
作
品
が

誕
生
す
る
ま
で
の
苦
労
を
話
し
て
い
ま

し
た
。

受
賞
作
品
と
受
賞
者
は
、次
の
と
お

り
で
す
。（
敬
称
略
）

■
一
般
の
部

【
特
選
・
京
丹
波
町
長
賞
】

　
「
野
菜
ま
つ
り
寸
景
」

　

王
鞍
謙
一（
京
都
市
）

【
準
特
選
・
京
丹
波
町
教
育
長
賞
】

　
「
秋
を
迎
え
て
」

　

拝
師
信
治（
京
都
市
）

【
準
特
選
・
京
丹
波
町
商
工
会
長
賞
】

　
「
御
神
木
」

　

広
瀬　

誠（
角
）

【
準
特
選
・
京
都
府
観
光
連
盟
会
長
賞
】

　
「
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
」

　

松
下　

啓（
向
日
市
）

【
準
特
選
・
京
都
新
聞
社
賞
】

　
「
未
来
明
る
い
林
業
大
学
」

　

浅
野
三
雄（
橋
爪
）

【
入
選
】

　
「
マ
マ
と
一
緒
に
」

　

海
道
た
だ
か
ず（
亀
岡
市
）

　
「
京
丹
波
の
早
乙
女
た
ち
」

　

森
田
典
樹（
福
知
山
市
）

　
「
浮
か
ぶ
樹
林
」築
山
忠
則（
小
畑
）

■
携
帯
電
話
カ
メ
ラ
の
部

【
特
選
・
京
丹
波
町
観
光
協
会
長
賞
】

　
「
出
初
め
」船
越
雅
章（
須
知
）

【
入
選
】

　
「
和
知
川
の
夏
」永
井
千
鶴（
中
）

　
「
城
跡
か
ら
見
下
ろ
す
故
郷
」

　

野
村
幸
司（
保
井
谷
）

ち
の
魅
力
を
写
し
出
す

ま

表彰状を受け取る王鞍さん（写真左）（丹波マーケス・須知）

一般の部【特選・京丹波町長賞】「野菜まつり寸景」

携帯電話カメラの部
【特選・京丹波町観光協会長賞】「出初め」

義援金などの受付状況
東日本大震災への支援と

して取り組んでいる「義援金」
と、友好町・福島県双葉町へ
の「復興支援募金」の受付状
況をお知らせします。

  受付金額
義援金 9,158,814円

復興支援募金 5,879,153円

＊平成26年6月30日現在

わたしたちの町
人　 口

15，709（－41）
男

7，410（－15）
女

8，299（－26）
世帯数

6,428（－13）
7月1日現在／（　）は前月比

感謝状を受け取る梅原団長（京都府公館・京都市）

お
お
に
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よ
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み

て
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と
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は
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よ
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の
り

た
か
は
し
ひ
ろ
む
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京丹波町のシンボル

【町の木】
イチョウ

【町の花】
つつじ

【町の鳥】
うぐいす
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「今年の夏は、冷夏になる」という天気予報を聞き、田
んぼの稲の生育を心配しつつも「今年は少し涼しい夏
になるのかな」と思っていたところに、例年どおりの暑
さと6月12日に発生したひょう被害。大量のえくぼがで
きた車の修理を考えながら、6月下旬の梅雨を過ごし
ました。
これから梅雨明けを迎え、本格的な「節電の夏」を迎
えます。元気に毎日を送るためにも日ごろの体調管理
には気をつけたいと思います。（Ｔ）

ありがとう、
　　メリンダ先生

　京丹波町での５年間はたくさんの思い出でいっぱいですが、５年間も京丹波町にいたことが信じら

れない気持ちです。みなさんと親しくなり、授業以外にも多くの時間を共有できた毎日でした。小学校で

は休み時間も児童のみなさんと一緒に過ごしました。

　京丹波町のみなさんが温かく迎えてくださったおかげで、今では京丹波町が本当のふるさとのように感じ

ています。友人などに「ふるさと」のことを聞かれたときも、京丹波町のことが先に思い浮かぶくらいです。

　そして私の中で一番大切な思い出は、生徒が私に言ってくれた３つの言葉です。

一つめは、授業の時間割の変更で英語の授業が入ったとわかり、生徒が飛び上がって喜んだときの「あ

りがとう神様！ありがとう！」という言葉です。私は驚きましたが、同時にうれしさでいっぱいでした。

　二つめは、小学校で授業をしていたときの言葉です。英語の授業で活動をしている途中に授業時間が

終わりそうなとき、児童のみなさんが「休み時間がなくなっても、続きをやりたい！」と言ってくれたことです。

　三つめは、中学生の生徒と夏休みにたくさん練習した、スピーチコンテストでの言葉です。ある生徒が

スピーチコンテストのあと、「とても緊張して不安だったけれど、笑顔で見守っていてくれているメリンダ先

生を見つけた瞬間、落ち着いて、自信を持って発表することができるようになった」と言ってくれました。みなさ

んからのそのような言葉は、私にとって本当に嬉しいものでした。

　最後に、私の中で心に残っている言葉がもうひとつあります。小学校で休み時間が終わり、３年生のあ

る児童と一緒に教室に戻る途中、その児童が私を見上げて言った言葉です。「アメリカと日本は昔戦争

をしていたことを知っているよ。・・・でも今は友だちだね」

京丹波広
報

人のぬくもりとふれあいが奏でる躍動のまち 丹波高原文化の郷●京丹波
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地
域
防
災
へ
の
思
い
を
込
め
て

　　メリンダ先生
　平成21年7月に来日し、本町で5年間ALT（外国語指導助手）として勤
務された、メリンダ・アンタラミアンさん。このたび、7月26日で任期が終
わり、本町を離れられることになりました。
　本町での5年間の思い出を振り返ってつづったメリンダ先生からの手
紙を紹介します。




